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泣

横濱隈態1501:J年

「風を受けて世界へ開<"帆”」をイメー

ジしています。三枚の帆は、ピンクが市

民、グリーンが企業、ブルーが行政を表

現し、重なり合う二つの三角は‘‘力"と

“融合＂を表し、 1世紀半におよぶ当地

の歴史とそこに培われた進取の気質を

織り込んでいます。これらが三位一体と

なり、「夢」という風を受けて未来の横

浜を力強く押し上げます。
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「横
浜
各
国
商
館
之
図
」
三
代
広
重
画
。

馬
の
博
物
館
所
蔵
。

も

続

横

浜

の

の

は

め

物

語

外
国
人
技
術
者
た
ち
の
指
導
の
も
と
に
進
め
ら
れ
た
町
づ
く
り
は
、
や
が
て
日
本
人
の
暮
ら
し
を
大
き
く
変
え
て
い
く
。

「横
浜
明
細
之
全
図
」
明
治
3
年
刊
。
開
港
1
1
年
後
の
居
留
地
周
辺
の
図
。
波
止

場
を
中
心
に
東
側
（
図
の
左
側
）
が
外
国
人
居
留
地
区
。
馬
の
博
物
館
所
蔵
。

馬
車
道
に
復
R
さ
れ
た
日
本
で
最
初
の
ガ
ス
灯
。

壁
面
に
は
明
治
末
期
の
馬
車
道
の
レ
リ
よ
ノ
が
。

じ

居
留
地
を
舞
台
に
し
た

殖
産
興
業
の
実
験

斎
藤
多
喜
夫

横
浜
開
港
資
料
館
調
査
研
究
員

都
市
基
盤
や
交
通
手
段
の
整
備
か
ら

安
政
六
年
六
月
二
日

(

i

八
五
九
年
七
月

一
日）
、

外
国
貿
易
の
た
め
に
横
浜
の
町
と
港
が
開
か
れ
ま
し
た
。

貿
易
に
従
事
す
る
外
国
人
の
た
め
に
開
か
れ
る
町
の
こ

と
を
居
留
地
と
い
い
ま
す
。
翌
年
初
頭
頃
か
ら
居
留
地

の
町
づ
く
り
が
本
格
化
し
、
や
が
て
西
洋
の
小
都
市
を

思
わ
せ
る
町
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。

長
い
鎖
国
の
も
と
で
、
か
え
っ
て
好
奇
心
が
研
ぎ
澄

ま
さ
れ
て
い
た
R
本
人
に
と
っ
て
、
届
留
地
は
珍
し
い

西
洋
文
化
の
陳
列
場
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
貪
欲
に
吸
収

し
ま
し
た
。
居
留
地
を
通
じ
て
の
西
洋
文
化
の
摂
取
、

そ
れ
が

「も
の
の
は
じ
め
」
の
諸
事
象
で
す
。

「も
の
の
は
じ
め
」
に
は

「官
」
に
よ
る
も
の
と
、

「民
」
に
よ
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
九
月
に
刊

行
し
た

『
マ
イ
ウ
ェ
イ
」
特
集
「
横
浜
も
の
の
は
じ
め

3

物
語
」
で
は
、
主
に
後
者
を
紹
介
し
ま
し
た
の
で
、
続

編
に
当
た
る
今
号
で
は
主
に
前
者
を
紹
介
し
ま
す
。
横

浜
開
港
資
料
館
が
編
集
•
発
行
し
た
「横
浜
も
の
の
は

じ
め
考
」
と
い
う
本
の
見
出
し
で
言
う
と
、
「
港
と
町

づ
く
り
」
「
運
輸
・
通
信
」
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
り
ま

表
紙
／
三
代
広
重
画
「
横
浜
海
岸
通
之
回
」
（
部
分
）
明
治
3
年
刊
。
横

浜
開
港
資
料
館
所
蔵
。
裏
表
紙
／

「日
本
ガ
ス
車
業
発
祥
の
地
」
碑
0

2
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四 .. , 翡疇朝｀翌憎
「横浜商館並二弁天橋図」（部分）二代国

鶴画刊年不詳。横浜開巷資料館所蔵。

20世紀初頭の横浜港。横浜

開港資料館所蔵（右頁下も）。
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項 目

電信

下水道

鉄道

ガス灯

上水道

年 次

明治2年

明治4年

明治 5年

明治5年

明治20年

発端

外国人の出願

外国人の要求

外国人の出願

外国人の出願

外国人の要求

事業主体

灯台寮

神奈川嗅

鉄道寮

ガス会社

神奈川県

徊曜外国人

ギルバート

ブラントン

モレルら

プレグラン

／ゞーマー

備考

神奈川県令の建請

オリエンタル銀行に委託

外国商社との競争に勝つ

自治要求を沈静化

横浜におけるライフラインの整備。

の
技
術
を
池
入
す
る
た
め
に
、
主
要
な
方
法
と
し
て
採

用
さ
れ
た
の
が
外
国
人
技
術
者
の
雇
用
、
い
わ
ゆ
る

「御
雇
」
で
し
た
。
表
を
ご
竪
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
外

国
人
の
要
求
に
端
を
発
し
、
日
本
側
が
外
国
人
技
術
者

を
雇
用
し
て
実
施
し
た
事
業
の

一
罠
で
す
。
注
目
す
べ

き
は
、
外
国
人
の
ア
ク
シ
ョ
ン
か
ら
始
ま
っ
た
と
し
て

も
、
事
業
の
主
体
は
日
本
側
に
あ
り
、
対
象
と
な
っ
た

の
は
居
留
地
だ
け
で
は
な
く
、

日
本
人
市
街
を
含
む
都

市
の
全
体
だ

っ
た
こ
と
で
す
。
ま
た
、
ガ
ス
事
業
は
、
5

民
間
で
、
し
か
も
居
留
地
内
で
の
ガ
ス
供
給
権
を
め
ぐ

っ
て
、
外
国
企
業
と
の
競
争
に
打
ち
勝
っ
て
実
施
さ
れ

た
こ
と
も
注
目
さ
れ
ま
す
。

さ
い
と
う
・
た
き
お
●
1
9
4
7
年
、
横
浜
市
生
ま
れ
。
東
京
都
立

大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。
現
在
、
横
浜
開
港
資
料
館
・
横
浜
都

市
発
展
記
念
館
調
査
研
究
員
。
共
著
に

『
F
・
ベ
ア
ト
幕
末
日
本
写

真
集
』
「横
浜
も
の
の
は
じ
め
考
」
ほ
か
。
著
書
に

『幕
末
明
治

横

浜
写
真
館
物
語
」
な
ど
。 [

-
.
1
,
'
•

『

す
。
つ
ま
り
都
市
基
盤
や
交
通
手
段
の
整
備
に
と
も
な

う
西
洋
文
化
の
移
入
で
す
。

L
ょ
く
さ
ん
こ
う
ぎ
ょ
う

明
治
維
新
後
、
新
政
府
が

「殖
産
興
業
」
を
旗
印
に
、

積
極
的
に
西
洋
の
技
術
を
採
り
入
れ
た
際
、
横
浜
は
そ

の
仲
立
ち
の
役
割
と
と
も
に
、
「
実
験
室
」
と
し
て
の

役
割
を
も
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
電
信
や
鉄
道
は
そ
の
成

果
物
で
あ
り
、
同
時
に
殖
産
興
業
政
策
を
支
え
る
人
と

物
と
情
報
の
流
通
の
動
脈
と
も
な
り
ま
し
た
。

外
国
人
技
術
者
を
雇
用
し
て
事
業
を
拡
大

官
主
湖
の
事
業
に
お
い
て
も
、

居
留
地
は
大
き
な
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
鉄
道
建
設
に
み
ら
れ
る
よ
う

に
、
外
国
人
技
師
の
雇
用
や
資
材
の
輸
入
、
外
倍
募
集

な
ど
の
た
め
に
は
、
居
留
地
に
拠
点
を
持
つ
外
国
の
銀

行
や
商
社
の
手
を
借
り
る
必
要
が
あ
っ
た
か
ら
で
す。

都
市
基
盤
や
交
通
手
段
の
整
備
に
あ
た
っ
て
、
西
洋

4
 



明
治
中
期
の
居
留
地
海
岸
通
り
。
左
手
に
ガ
ス
灯
、
道
路
左
側
に
電
灯

線
用
の
電
柱
が
見
え
る
。
右
側
は
電
話
線
用
。
横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
。

続
横
浜
も
の
の
は
じ
め
グ
ラ
フ
ィ
テ
ィ

r

亨
ガ
ス
灯
・
電
灯
亨

上／左図の左側の建物が伝信局

（「東京横浜名所一覧図会横浜裁

判所」三代広重画。明治5年）、 右

図は伝信局内部 （「幕末明治文化

変遷史jより）。横浜開港資料館

所蔵。下／横浜地方裁判所の玄関

脇に建つ「電信創業の地」碑。

各
項
目
は
、
I

横
浜
も
の
の
は
じ
め
考
」
（横
浜
開
港
資
料
館
）
を
参
考
に
作
成
し
ま
し
た
。

ガ
ス
灯
か
ら
電
灯
ヘ
・
・
・
、
横
浜
の
夜
を
照
ら
し
た

「文
明
開
化
」
を
告
げ
る
明
か
り
。

明
治
二
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
技
師
プ
レ
グ
ラ

ン
の
指
森
の
も
と
に
高
島
彪
右
衛
門
の
ガ
ス

会
社
が
伊
勢
山
下
に
ガ
ス
工
場
を
建
設
。
明

治
五
年
九
月
二
十
九
日
（
賜
歴
十
月
一―-+

-

H
)
、
火
江
橋
か
ら
馬
車
道
、
本
町
迎
り
に

か
け
て
、

n本
最
初
の
ガ
ス
灯
が
点
灯
さ
れ

ま
し
た
。
居
留
地
に
ガ
ス
灯
が
点
さ
れ
た
の

は、

H
本
人
街
よ
り
二
年
ほ
ど
迎
れ
た
七
年

十
二
月
の
こ
と
で
す
。

電
灯
は
明
治
十

一
年
三
月
ニ
ト
莉

□

、
エ

部
大
学
校
で
英
国
人
教
師
エ
ア
ト
ン
の
指
導

に
よ
り
ア
ー
ク
灯
が
点
火
さ
れ
た
の
が
最
初

で
、
こ
の
日
が
電
気
デ
ー
に
。

そ
の
後
、
明
治
二
上
一
年
に
横
浜
共
同
電

灯
会
社
が
設
立
さ
れ
、
初
代
社
長
に
窃
島
嘉

右
衛
門
が
就
任
。
翌
年
に
は
火
力
発
電
所
の

建
設
や
電
杜
の
設
器
、
電
線
の
架
設
工
事
が

進
め
ら
れ
、
横
浜
の
夜
を
明
る
＜
照
ら
し
出

し
ま
し
た
。

）喜
電
信
・
電
話
[[ノ

r
 

-

馬
車
と
機
関
車
で
手
紙
を
述
ぶ
時
代
か
ら

便
利
で
早
い
電
信

・
電
話
の
時
代
の
は
じ
ま
り
。

明
治
二
年
八
月
に
横
浜
灯
明
台
役
所
と
横
浜
裁
判
所
と

6

の
間
に
電
信
線
が
架
設
さ
れ
、
官
用
通
信
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
が
日
本
最
初
の
実
用
通
佑
で
す
。
さ
ら
に
九

月
十
九
Elに
は
横
浜
裁
判
所
内
に
伝
信
機
役
所
が
設
置
さ

れ
、
東
京
電
信
局
ま
で
の
電
線
架
設
工
事
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
（
陥
暦
十
月
二
十
三
日
）
が
電
信
電
話
記
念

H
に
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
明
治
九
年
に
グ
ラ
ハ
ム
・
ベ
ル
に
よ
り
電
話
が

発
明
さ
れ
る
と
、
翌
年
、
エ
部
省
が
横
浜
の
バ
ヴ
ィ
エ
ル

裔
会
を
通
じ
て
霜
話
機
を
二
台
牒
入
し
、
電
侶
線
を
利
用

し
て
の
通
話
実
験
を
行
い
ま
し
た
。
京
浜
問
で
の
屯
話
交

換
業
務
が
開
始
さ
れ
た
の
は
、
明
治
―
ギ十
三
年
十
二
月
十

六
H
の
こ
と
で
す
。



r
 

円
上
／
「
横
浜
吉
田
橋
通
繁
盛
之
図
」
（
部

分
）
二
代
国
輝
画
馬
の
博
物
館
所
蔵
。

下
右
／
吉
田
橋
。
横
浜
開
港
資
料
館
所

蔵
。
下
左
／
現
在
の
吉
田
橋
。

;;,(j 

上／開港直後の波止場（貞秀

「横浜土産」よ り。万延元年4

月刊）。下／明治初期のイギリ

ス波止場。ともに横浜開港資料

館所蔵。

横
浜
開
港
前
年
の
安
政
五
年
(
-
八

う
ん
じ
ょ
う

五
八
）
、
横
浜
村
に
設
定
さ
れ
た
運
上

し
ょ所

（
当
時
の
税
関
）
の
北
側
海
面
に
二

本
の
突
堤
が
設
け
ら
れ
、
最
初
の
波
止

場
が
完
成
し
ま
し
た
。
の
ち
に
で
き
る

フ
ラ
ン
ス
波
止
場
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス

波
止
場
と
も
言
わ
れ
ま
す
。
そ
の
東
側

の
突
堤
が
第

一
突
堤
（
狭
義
の
イ
ギ
リ

ス
波
止
場
）
、
西
側
が
第
二
突
堤

(IR

国
産
波
止
場
、
税
関
波
止
場
と
も
）
で
、

第
．
突
堤
が
現
在
の
大
桟
橋
の
根
元
付

近
と
の
こ
と
。
ま
た
、
当
時
の
出
版
物

か
ら
、
開
港
直
後
の
波
止
場
築
造
時
に

は
常
夜
灯
（
灯
明
台
）
が
設
罹
さ
れ
て

い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

.

,l-タヽ

「鉄

（
か
ね
）
の
橋
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、

「
叫

鉄

の

橋

[

多
く
の
喜
に
も
描
か
れ
た
横
浜
喬
。

明
治
二
年
十

一
月
に
架
け
替
え
ら
れ

た
関
内
入
口
の
吉
田
橋
は
横
浜
最
初
の

鉄
の
橋
。
工
事
を
担
当
し
た
英
国
人
技

師
R
.
H
・
プ
ラ
ン
ト
ン
は

「日
本
最

初
の
鉄
橋
」
と
記
し
て
い
ま
す
が
、
実

は
日
本
最
初
は
、
前
年
八
月
長
崎
に
架

設
さ
れ
た
「
く
ろ
が
ね
ば
し
」
で
、
吉

田
橋
は
二
番
目
の
鉄
橋
。
し
か
し
、
ト

ラ
ス
構
造
（
三
角
形
を
基
本
に
し
た
部

材
で
構
成
さ
れ
る
構
造
）
の
鉄
橋
と
し

て
は
日
本
初
。

現
在
、
関
内
駅
前
に
当
時
の
錦
絵
を

も
と
に
復
元
さ
れ
た
吉
田
橋
が
架
け
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
橋
の
下
に
は
水
は
な

く
、
高
速
道
路
が
走
っ
て
い
ま
す
。

心
波
止
場
＊
い
い
賛
彗
這
虐
浜
の

,,,.,---創建直後の天主堂（「横浜開港見聞誌」より。

,,,,;, ::---文久2年刊）。横浜開港資料館所蔵。

1/ 
. ・-'= ・ 一

文
久
元
年
十
二
月
士
―

-
H
(
-八
六

二
年

一
月
十
二
日
）
、
居
留
地
に
住
む

外
国
人
の
た
め
に
横
浜
天
主
棠
が
献
堂
。

場
所
は
現
在
の
中
区
山
下
町
八
0
番
地
。

み
な
と
み
ら
い
線

「元
町
・
中
華
街
」

駅
の
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま
し
た
。
当
時

，
 

は
ま
だ
キ
リ
ス
ト
教
禁
制
の
た
め
、
日

本
人
へ
の
布
教
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
連
日
多
く
の
見
学
者
が

つ
め
か
け
、

神
父
の
説
教
を
聞
い
た
た

め
に
牢
屋
に
入
れ
ら
れ
た
人
も
い
た
そ

う
で
す
。
天
主
堂
は
、
そ
の
後
、
山
手

四
四
番
に
移
転
し
、
関
東
大
震
災
で
焼

失
し
、
現
在
の
カ
ト
リ
ッ
ク
山
手
教
会

と
し
て
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

J
 ]

開
国
後
初
の
教
会
堂
建
築
は
、

「
噂

建

築

王

カ
ト
リ
ッ
ク
聖
堂
・
横
浜
天
主
堂
。

Jヽ

． 
-:・・ 

右／開港広場から発掘されたブラントン時代

の陶管。左／横浜市中士木事務所前に展示され

ているレンガ造りの卵形管。

H
本
で
最
初
の
近
代
下
水
道
設
備
は

神
戸
・
横
浜
の
外
国
人
居
留
地
で
進
め

ら
れ
、
ど
ち
ら
も
明
治
四
年
に
完
成
。

横
浜
で
は
、
英
国
人
技
師
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ヘ
ン
リ
ー

・
プ
ラ
ン
ト
ン
の
指
揮

ふ

せ
つ

の
も
と
に
陶
管
下
水
道
が
敷
設
さ
れ
、

8

そ
の
後
、

三
田
善
太
郎
に
よ
り
レ
ン
ガ

造
り
の
卵
形
下
水
道
管
に
改
造
。
ま
た

明
治
十
四
年
に
、
三
田
善
太
郎
に
よ
り

関
内
の
日
本
人
街
に
石
造
下
水
道
が
敷

設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
外
国
人
居

留
区
を
除
く
、
日
本
人
に
よ
る
最
初
の

近
代
下
水
道
と
の
こ
と
。
そ
し
て
、
明

治
中
期
か
ら
徐
々
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
管
に
移
行
し
て
ゆ
き
ま
す
。

陶
管
下
水
道
か
ら
、

心

近

代

下

水

道

亭

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
管
へ
。
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外
国
郵
便
信

•
一

{
r
-

在
H
外
国
那
便
局
か
ら
横
浜
郵
便
局
へ
と
移
管
。

L.1
 

•b

1 

「
横
浜
郵
便
局
開
業
之
図
」

（
部
分
）

三
代
広
豆
画
。
神
奈

川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
。

明
治
四
年
三
月

一
H
、

郵
便
制
度
が
創
始
。
当
初

外
国
郵
便
物
は
在
日
外
国

郵
便
局
が
取
り
扱
っ
て
い

ま
し
た
が
、
六
年
八
月
に

日
米
郵
便
交
換
条
約
が
締

結
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
郵
便

局
が
廃
止
さ
れ
、
業
務
が

新
設
の
横
浜
郵
便
局
に
移

管
。
八
年
正
月
に
外
国
郵

便
開
業
式
が
催
さ
れ
、
次

第
に
外
同
郵
便
業
務
は
日

本
政
府
の
管
轄
下
に
置
か

れ
て
い
き
ま
し
た
。

｝（近
代
水
道

／

明
治
14年
頃
に
撮
影
さ
れ
た
居

留
地
消
防
隊
の
記
念
写
真
。
横

浜
開
港
資
料
館
所
蔵
。 w 

心
居
留
地
消
防
隊
＇で

[
 

三
台
の
消
防
ポ
ン
プ
を
も
つ
泊
防
隊
が
結
成
。

(>

心
病
院
['

歯
科
医
第

一
号
は
、

上
海
か
ら
出
張
し
て
診
療
゜

イ
ギ
リ
ス
の
工
兵
中
佐
H
.

S
・
パ
ー
マ
ー
設
計
監
督
に
よ

る
「
横
浜
創
設
水
道
」
が、

n

本
最
初
の
近
代
水
道
で
す
。
相

模
川
支
流
の
道
志
川
を
水
源
に、

横
浜
の
野
毛
山
配
水
池
ま
で
延

艮
四
八
キ
ロ
2
い
の
水
道
管
を
敷

設
し
、
明
治
二
十
年
十
月
十
七

日
に
市
内
に
配
水
し
ま
し
た
。

横
浜
市
杢
善
局
野
毛
山
配
水
池
に

建
つ
パ
ー
マ
ー
の
胸
像
の
前
に
は
、

「
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
安
全
で
良
い

水
が
欲
し
い
と
い
う
人
々
の
夢
は
、

こ
の
近
代
水
道
の
完
成
に
よ
っ
て
実

現
さ
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
質
が
悪
く
、
飲
み
水
に
苦
し
む

横
浜
市
民
の
願
い
が
実
現
。

し
公
園
-
〖

f
[
]
 

f
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-文

a、t
右
／
開
固
当
時
の
山
手
公

園
。横
浜
開
港
資
料
館
所
蔵
。

左
／
山
手
公
園
は
市
内
初

「
国
の
名
勝
」
に
指
｛
咤

開
港
四
年
後
の
文
久
三
年

(
-
八
六
―
―-）
十
二
月

二
十
二
日
、
隠
田
地
内
の
ク
ニ
フ
ラ
ー
梱
会
で
火
災

が
発
生
、
こ
れ
を
契
機
に
翌
年

一
月
に
消
防
隊
が
結

成
さ
れ
ま
す
。
手
動

な
が
ら
二
台
の
消
防

ポ
ン
プ
市
を
有
し
た

最
初
の
消
防
隊
で
し

た
。
ち
な
み
に
、
こ

の
頃
は
横
浜
天
主
棠

の
鐘
が
フ
ァ
イ
ア

ー
・

ア
ラ
ー
ム
に
使

用
さ
れ
、
錐
楼
は
火

の
見
櫓
の
役
割
を
果

た
し
て
い
ま
し
た
。

g
 

外
国
人
界
用
の
山
手
公
園
と
、

日
本
人
と
の
共
用
公
園
・
横
浜
公
園
。

川
手
公
園
は
居
留
外
国
人
の
出
資
に

よ
り
造
成
さ
れ
、
明
治
三
年
に
開
園
し

た
日
本
初
の
洋
式
公
園
で
す
。
し
か
し
、

県
に
支
払
う
借
地
料
を
支
払
え
ず
、
明

治
十

一
年
、
居
留
外
国
人
女
性
た
ち
の

テ
ニ
ス
・
ク
ラ
プ

(
L
L
T
C
)
が
賃

10

借
。
園
内
に
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
設
罹
し

ま
し
た
。

ま
た
、
英
国
人
技
師
R
.
H
・
プ
ラ

ン
ト
ン
の
設
計
の
横
浜
公
園
は
、

明
治
九
年
に
開
園
。
こ
ち
ら
は

外
国
人
•
H

本
人
が
共
用
す
る

巌
初
の
公
園
で
、

中
央
芝
生
地

に
ク
リ
ケ
ッ
ト
・
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

安
政
六
年
(
-
八
五
九
）
十
月
に
ダ
ッ
カ
ン
と
い

う
医
師
が
開
業
し
た

「神
奈
川
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
が
病

院
の
第

一
号
。
約
二
十
人
の
患
者
を
収
容
で
き
る
施

設
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
塵
応
元
年

(-
八
六
五
）

十
月
、
イ
ー
ス
ト
ラ
ッ
ク
と
い
う
歯
科
医
が
上
海
か

ー

ら
横
浜
に
出
張
診
療
に
来
た
の
が
歯
科
医
第

一
号
で
、

1

明
治
十
五
年
頃
に
現
在
の
山
下
町
で
開
業
し
ま
し
た
。
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横
浜
公
園
で
行
わ
れ
た
試

合
の
模
様

（＿
ジ
ャ
パ
ン
・

バ
ン
チ
」
よ
り
）。

明
治
四
年
に
居
留
外
国

人
チ
ー
ム
と
ア
メ
リ
カ
軍

艦
コ
ロ
ラ
ド
号
の
水
兵
た

ち
と
の
間
で
行
わ
れ
た
試

合
が
、
日
本
で
最
初
の
野

球
の
試
合
。
結
呆
は
十
四

対
二
で
コ
ロ
ラ
ド
号
チ
ー

ム
が
大
勝
。
明
治
九
年
に

は
横
浜
公
園
で
、
居
留
民

と
ア
メ
リ
カ
軍
艦
か
ら
の

選
抜
チ
ー
ム
で
行
わ
れ
、

今
度
は
二
九
対
二
六
で
居

留
人
チ
ー
ム
が
勝
利
し
て

い
ま
す
。

〗野
球

亨

居
留
外
国
人
対
ア
メ
リ
カ
軍
艦
チ
ー
ム
の
試
合
。

明
治
九
年
、
居
留
地
の
外
国
人
女
性
た
ち
に
よ
り

テ
ニ
ス
・
ク
ラ
プ
が
作
ら
れ
、
横
浜
公
園
に
コ
ー
ト
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
は
ネ
ッ
ト
の
高
さ

や
コ
ー
ト
の
広
さ
も
自
由
で
し
た
。
そ
の
後
、
十

i

年
に
山
手
公
園
に
テ
ニ
ス
・
コ
ー
ト
が
作
ら
れ
て
か

ら
、
近
代
的
な
テ
ニ
ス
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
ず
)

l
i
i
 

山
手
公
園
で
テ
ニ
ス
を
楽
し
む
外
国

人
『
横
浜
名
所
公
園
地
」
よ
几
松
山

画
）。
神
奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
。 9

-
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テ
ニ
ス
乞

_
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,̀ 
山
手
公
園
で
始
ま
っ
た
近
代
テ
ニ
ス
。

開
港
当
初
は
、

「
石
川
の
ガ
ケ
下
」
に
あ
っ
た
仮

の
ス
ケ
ー
ト
場
が
居
留
外
国
人
た
ち
の
最
初
の
リ
ン

ク
で
し
た
。
し
か
し
、
「
砂
利
や
砂
が
ガ
ケ
か
ら
落

ち
て
く
る
の
で
ダ
メ
に
」
な
り
、
明
治
九
年
に
根
岸

の
射
撃
場
脇
に
リ
ン
ク
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
青
木
安

3
 

兵
術
ら
農
民
が
ー

所
有
す
る
水
田

を
外
同
人
に
貸

与
し
た
も
の
。

十
一

年
末
に
は
、

「
横
浜
ス
ケ
ー

テ
ィ
ン
グ
・
ク

ラ
プ
」
が
結
成

さ
れ
ま
し
た
。

亨
ス
ケ
ー
ト

り
〗

初
す
べ
り
は
、
砂
利
や
砂
混
じ
り
の
小
さ
な
リ
ン
ク
。

q
j
¥
≫
 

上／中国劇場・会芳楼が描かれた

「横浜名所南京やしき」松山画。

神奈川県立歴史博物館所蔵3

下／創設当時のゲーテ座。横浜美

術館所蔵。

〗
』
劇
場

[
[
:

外
国
人
制
場
「
ゲ
ー
テ
座
」
に
は
、
坪
内
逍
遥
、

大
佛
次
郎
、
外
川
龍
之
介
な
ど
が
訪
れ
た
。

元
治
元
年
(
-
八
六
四
）
三
月
、
曲
芸
師
リ
ズ
レ
ー
が
曲
馬
団
を
率
い
て
来
日
し
、

横
浜
で
典
行
。
十
一
月
に

「ア
ン
フ
ィ
シ
ア
タ
ー
（
円
形
劇
楊
）
」
を
開
設
。
次
に

で
き
た
の
が
中
国
劇
場

「会
芳
楼
」
。
本
格
的
な
外
国
人
劇
場
と
し
て
は
、
オ
ラ
ン

ダ
人
ヘ
フ
ト
が
自
分
の
倉
廂
を
改
装
し
て
建
設
し
た
「
ゲ
ー
テ
座
」
が
最
初
で
、
明

治一『
年
十
二
月
に
開
場
。
ゲ
ー
テ
座
は
、
そ
の
後
ヘ
フ
ト
の
手
を
離
れ
、
山
手
に
移

転
。
現
在
、
跡
地
に
は

「ゲ
ー
テ
座
記
念
岩
崎
博
物
館
」
が
建
っ
て
い
ま
す
。

"°'~~ 三.,,r. •. . -
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ト
ー
マ
ス
・

S
・
ス
ミ
ス
に
よ
り
、

慶
応
元
年

(
-
八
六
五
）
、
五
月

一
日

か
ら
十
月

一
日
ま
で
フ
ラ
ン
ス
波
止
場

の
沖
合
い
に
海
水
浴
ボ
ー
ト
が
設
晋
さ

れ
、
八
月
五
日
に
は
水
泳
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
横
浜
巌
初
の

12

海
水
浴
場
で
、
巌
初
の
水
泳
大
会
と
の

こ
と
。
そ
の
後
、
富
岡
、
山
下
、
本
牧
、

根
岸
、
磯
子
な
ど
に
海
水
浴
場
が
開
設
。

明
治
三
十
一
年
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
波
止

場
前
で
、
東
京
浜
町
河
岸
で
水
練
場
を

開
い
て
い
た
水
府
流
太
田
派
の
門
弟
た

ち
と
横
浜
ア
マ
チ
ュ
ア
・
ロ
ー
ウ
ィ
ン

グ

・
ク
ラ
プ

(
Y
A
R
C
)
と
の
間
で

対
抗
戦
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

i

―
海し八
5

冶
ボ
ー
ト
を

浮
か
べ
た
だ
け
の

戸

海
水
浴
場
。

州
水
泳
•
海
水
浴
羹
J

こ



ば
楽善堂の錦絵広告。右が精鋒水

の広告。横浜開港資料館所蔵。

ぎ
ん
こ
う

岸
田
吟
香
（
後
の
新
聞
記
者
、
実
業
家
）
は
、
眼

病
治
療
に
宣
教
医
ヘ
ボ
ン
を
訪
れ
、
そ
れ
が
き
っ
か

け
で
、
助
手
に
な
り
、

H
本
初
の
和
英
辞
典

「和
英

語
林
集
成
」
の
出
版
を
手
伝
い
ま
し
た
。
こ
の
と
き

ヘ
ボ
ン
か
ら
目
薬
の
製
法
を
伝
授
さ
れ
、
慶
応
二
年

せ
い
さ
す
い

（
一
八
六
六
）
に
「
精
鈴
水
」
の
名
で
販
売
。

うご
目
薬
亨

宜
教
医
ヘ
ボ
ン
か
ら
伝
授
さ
れ
た
目
薬
。

亨
時
計
亨

H
本
人
時
計
師
を
行
成
し
た
フ
ァ
ヴ
ル
プ
ラ
ン
ト
。

『～ -ヽ--,_ 
ざ

田之助を描いた錦絵。文久3年。

提真和氏所蔵。

a"i 

亨
義
足
:

義
足
で
舞
台
に
立
っ
た
人
気
歌
舞
伎
役
者
。

上／「米久牛肉店吉岡町一丁目」昭

和3年。下／牛鍋流行の様子を描いた

仮名垣魯文著「牛店雑談 安愚楽鍋」

明治4年。ともに横甜開港資料館所蔵

心
牛
鍋
＊

「

翡
販
売
の
誓
り
と
と
も
に
牛
鍋
が
普
及
、

横
浜
、
東
京
で
多
く
の
店
が
輩
出
。

居
留
地
内
で
食
肉
処
理
が
行
わ
れ
た
の
は
ガ
延
元
年
(
-
八
六
0
)
。
二
年
後
の

文
久
一

＿年

(
-
八
六
二
）
に
は
、
入
船
町
の
居
酒
屋
の
伊
勢
熊
と
い
、
？
八
が
店
の
半

分
を
什
切
っ
て
牛
錆
栓
を
開
店
。
慶
応
元
年

(
-
八
六
五
）
に
は
、
能
登
出
身
の
高

橋
音
松
が
吉
田
新
出
の
堤
で
牛
肉
の
串
焼
き
の
屋
台
を
始
め
、
そ
の
後
、
末
吉
町
に

移
り
、
「
醤
油
と
味
噌
と
を
素
と
し
た

・
種
の
タ
レ
」
と
鉄
鍋
に
よ
る
料
理
法
を
考

な

わ

の

れ

ん

案
。
こ
の
店
が
「
太
田
縄
暖
簾
」
の
名
で
知
ら
れ
る
現
役
最
古
参
の
牛
鍋
屋
で
す
。

上／吉田新田で西洋野莱を栽培（想

像図）「横浜吉田新田固会」よりc 昭和

10年。下／「神奈川子安町所見八百

屋の店」。ともに横浜開港資料館所蔵。

名匁

,9 

万
延
元
年
(
-
八
六
0
)
+
―
↓月
、
神
奈
川
奉
行
所
が
ア
メ
リ
カ
麦
の
種
を
入
手

し、

生
麦
・
館
見
の
両
村
で
試
作
栽
培
を
始
め
た
の
が
西
洋
作
物
禅
人
の
は
じ
ま
り
。

西
洋
野
菜
は
、
文
久
年
間

（^

八
六
一

i
しハ
三
）
に
居
留
外
国
人
た
ち
に
よ
り
パ
セ

リ
、
キ
ャ
ベ
ツ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
ト
マ
ト
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
等
々
が
栽
培
さ
れ
た
の
が

最
初
で
、
慶
応
元
年
(
-
八
六
五
）
に
、
神
奈
川
奉
行
所
の
指
図
で
、
吉
田
新
田
の

吉
出
家
で
イ
チ
ゴ
、
セ
ロ
リ
、
浴
花
生
、
馬
鈴
薯
な
ど
が
栽
培
さ
れ
ま
し
た
。

14

安
政
六
年
(
-
八
五
九
）
に
居
留
地
に
在
留
し
て
い

た
「
ト
ケ
イ
ヤ
・
フ
ヲ
ル
コ
」
こ
と
、
機
械
師
フ
ォ
ー

ク
が
横
洪
最
初
の
時
計
師
と
の
こ
と
。
元
治
元
年
（

一

八
六
四
）
に
は
ス
イ
ス
の
特
派
使
節
団
の
一
人
、
ジ
ェ

ー
ム
ズ
・
フ
ァ
ヴ

ル
プ
ラ
ン
ト
が
時

計
店
を
開
業
し
て

い
ま
す
。

n本
人
時
計
森

の
草
分
け
は
、
明

治
初
年
袋
物
露
天

商
と
時
計
商
を
兼

業
し
た
山
田
勘
次

郎
で
し
た
。

た
て

お

炭
応
―
―一
年
（
；
八
六
七
）
九
月
、
歌
舞
伎
の
立
女

や
ま

え

そ

形
と
し
て
人
気
を
附
し
た
沢
村
田
之
助
は
、
脱
疸
治

療
の
た
め
医
師
ヘ
ボ
ン
の
手
で
右
足
を
切
断
。
翌
年

ア
メ
リ
カ
か
ら
届
い
た
義
足
を
装
着
し
、
横
洪
下
田

座
で
御
礼
典
行
を
開
催
。
し
か
し
、
脱
疸
は
左
足
に

5
 

も
転
移
し
、
田
之
助
は
三
十
四
歳
で
逝
去
。

1

t ,~,., じ
1 
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ふ・し

／

層
外
国
人
の
翡
で

「

[

西
洋
歴
屡
栽
培
。

惑
西
洋
野
菜
や



「日本で最初のガス灯」のレリーフ。

「消防救急

発祥の地」碑。

「史跡 ・神奈JII運上所

跡」碑。

史
跡
神
奈
川
奉
行
所
跡

．
 
．
 

日
本
ガ
ス
事
業

発
祥
の
地

Bノ出町駅

京゚
浜
怠
行
線

祥
バ
側

発

S
胸

這塁
代

地

マ

近
の

一．
 

野毛山公園

。

黄
金
町
駅

横浜公園をはじめ、街づくり

に貢献した英国人技師リチャ

ード・ヘンリー ・ブラントン。

横
浜
泡

日本メソヂスト教会

T 
起源の碑． 

打越霊泉の由来

匂.• ,. ~-i:.lfて
て、, _,, :、,_ 

こ -Iぽ 3

日本初の洋式公園（山手公園）。

馬の博物館•

根岸森林公園

根岸競馬場跡・

国洋理髭発祥の地」碑。

＼
 250 soom 

横
浜
も
の
の
は
じ
め
地
図

●
印
は
、
C
X
)発
祥
の
地
を
示
す
記
念
碑
な
ど
。
●
印
は
、
そ
の
他
の
横
浜
の
歴
史
に
か
か
わ
る
史
跡
な
ど
。
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‘ 
平
成
十
六
年
に
、
⑩
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化

振
興
財
団
主
催
の
商
業
従
業
者
海
外
派
遣
団

に
参
加
し
て
、
パ
リ
、

コ
プ
レ
ン
ツ
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
の
三
都
市
を
視
察
し
て
き
ま
し

た
。
約
一
週
間
の
日
程
で
し
た
が
、
た
い
ヘ

ん
有
意
義
な
視
察
で
し
た
。
私
の
人
生
の
貴

竜
な
一
頁
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は

あ
り
ま
せ
ん
ね
。

私
が
担
当
し
た
視
察
先
は
、
パ
リ
の
中
心

街
に
あ
る
「
ニ
コ
ラ
」
と
い
う
ワ
イ
ン
専
門

店
で
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
有
名
な
ワ
イ
ン
卸

売
業
の
小
売
店
の
―
つ
で
、

一
年
前
に
店
長

誦
売
の
基
本
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
ス
テ
フ
ァ
ン
さ
ん
が
レ
ス
ト
ラ
ン
と
併
設

し
て
開
店
し
た
お
店
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど
私
が
訪
れ
た
と
き
は
、
ボ
ー
ジ

ョ
レ
・
ヌ
ー
ボ
ー
の
解
禁
日
（
鉦
年
十

一
月

の
第
三
木
曜
日
）
の
前
で
、
店
頭
の
ポ
ッ
プ

や
店
内
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
な
ど
で
、
お
祭
り
ム

ー
ド
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。
と
い
っ
て

も
、
日
本
の
お
祭
り
騒
ぎ
と
は
違
っ
て
、
フ

ラ
ン
ス
で
は
新
酒
を
お
祝
い
す
る
神
聖
な
お

祭
り
、
儀
式
で
す
。

ス
テ
フ
ァ
ン
さ
ん
に
よ
る
と
「
フ
ラ
ン
ス

ワ
イ
ン
は
フ
ラ
ン
ス
の
血
で
あ
り
、
文
化
で

あ
る
」
と
。
そ
の
意
味
で
は
、
ボ
ー
ジ
ョ

レ
・
ヌ
ー
ボ
ー
の
解
禁
日
は
、
彼
ら
に
と
っ

て
、
特
別
な
日
な
ん
で
す
。

こ
の
日
は
、
結
局
、
予
定
時
間
を
大
幅
に

超
え
て
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
伺
い
、
最
後

に
は
ワ
イ
ン
の
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ
（
試
飲
）

を
し
て
、
大
満
足
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

ス
テ
フ
ァ
ン
さ
ん
は
、
と
て
も
話
好
き
な
方

＂

で
、
本
当
は
一
晩
中
で
も
お
話
し
て
い
た
か

っ
た
。
そ
ん
な
中
で
も
、
と
く
に
印
象
が
強

か
っ
た
の
が
、
ス
テ
フ
ァ
ン
さ
ん
の
お
客
様

に
対
す
る
姿
勢
で
し
ょ
う
か
。
小
売
業
の
基

本
は
、
お
客
様
と
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
改
め
て
実
感
さ
せ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
仕
事
に
対
す
る
誇
り
や
商
品

18 



上右／緑道「ささぶねの道」。中右／用鳥池公園。港北ニュータウンは緑道 ・公園が多い。

上左／ニュータウンのシンボルともいえる観覧車。中左／横浜市歴史博物館。下右／

弥生時代の遺跡を中心に、江戸時代の旧家を移築した民家園などがある「大塚 ・歳勝

土遺跡公園 （国史跡）」。 下左／横浜銀行港北ニュータウン南支店。—-
ヽ

知
識
、
確
か
な
顧
客
情
報
が
あ
っ
て
こ
そ
で
、

た
だ
親
切
に
接
客
し
て
い
る
だ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
こ
と
が

一
番
勉
強
に
な
り
ま

し
た
ね
。

視
察
旅
行
か
ら
帰
っ
て
、
ち
ょ
う
ど

一
年

ほ
ど
経
ち
ま
す
が
、
そ
の
問
変
わ
っ
た
こ
と

は
、
ま
ず
、
う
ち
の
店
の
ワ
イ
ン
・
リ
ス
ト

が
増
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
か
（
笑
い
）
。

ワ
イ
ン
だ
け
で
は
な
く
、
日
本
酒
、
焼
酎

に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
が
、
や
は
り
ワ
イ

ン
に
は
特
別
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。
と
く
に

H
本
産
の
ワ
イ
ン
を
も
っ
と
多
く
の
方
に
飲

日
本
の
ワ
イ
ン
を
日
本
の
文
化
に

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
日
本
の
ワ
イ
ン
は
最

近
、
か
な
り
お
い
し
く
な
り
ま
し
た
し
、
日

常
的
に
楽
し
む
の
に
手
頃
な
価
格
で
購
入
で

き
ま
す
。
う
ち
の
お
客
様
は
そ
の
へ
ん
の
こ

と
が
、
よ
く
分
か
っ
て
ら
し
て
、
日
本
産
が

い
ち
ば
ん
売
れ
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
人
に
と

っ
て
フ
ラ
ン
ス
ワ
イ
ン

が
文
化
で
あ
る
よ
う
に
、

H
本
人
に
と
っ
て

は
H
本
の
お
酒
が
文
化
で
す
。
日
本
酒
、
焼

酎
も
そ
う
で
す
が
、
ワ
イ
ン
も
、

日
本
産
の

ワ
イ
ン
は
不
思
議
と
日
本
の
料
理
に
合
う
。

こ
れ
は
本
当
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
ワ
イ
ン
好

き
の
お
客
様
と
ワ
イ
ン
の
話
を
す
る
の
は
実

に
楽
し
い
し
、
お
客
様
か
ら
教
え
ら
れ
る
こ

と
も
多
い
。
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
月
に

一
H
で
も
、
テ
イ
ス
テ
ィ
ン
グ

が
で
き
る
日
を
作
っ
て
、
お
客
様
と

一
緒
に

楽
し
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
す
ぐ
に
は

無
理
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
ね
。

ま
あ
、
こ
の
よ
う
に
仕
事
を
楽
し
め
る
よ

う
に
な
っ
た
の
は
、
視
察
旅
行
の
お
か
げ
で

す
ね
。
財
団
さ
ん
に
は
、
本
当
に
感
謝
し
て
。2

 

い
ま
す
。
あ
っ
、
そ
れ
に
、
も
う

一
っ
。
派

遣
団
で
は
、
た
ま
た
ま
私
が
団
員
八
名
の
方

の
リ
ー
ダ
ー
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
視
察
を
通
し
て
、
彼
ら
と
仲
問
に
な
れ

た
の
が
大
き
な
財
産
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

本
当
に
い
い
仲
間
な
ん
で
す
。
（
談
）

市営

出
観覧車~~大

センター北駅〇 跡塚
公・

内野商店

/ 
園歳

歴史博物館・ヽ／勝

〒 i 土

都筑区役所 ” ．尺0センター南駅

↑ j 横浜銀行
ささぶねの道

内
野
敦
（
う
ち
の
•
あ
っ
し
）●昭
和
4
1年
生
ま
れC
大
学
卒

業
後
、
向
内
野
商
店
に
入
社
し
、
仕
入
れ
、
販
売
に
従
事
。
現

在
は
店
長
に
。
荏
田
南
近
隣
セ
ン
タ
ー
商
店
会
や
都
筑
区
商
店

街
連
合
会
若
手
会
な
ど
、
地
域
振
興
活
動
に
取
り
組
む
。

※
闊
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団
で
は
、
事
業
の

＿
つ
の

柱
と
し
て
、
平
成
元
年
よ
り
神
奈
川
嗅
の
商
業
従
業
者
の
方

を
対
象
に
「
神
奈
川
慄
商
業
従
業
者
海
外
派
遣
事
業
」
を
主
催
。

海
外
の
商
業
文
化
を
視
察
す
る
機
会
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
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年金 •一~曇曇蒙冒量畠紺．．．．．． 
お知らせ

編集後記

新
春
は
ま
ぎ
ん
寄
席

紺
年
恒
例
の
新
春
は
ま
ぎ
ん
寄
席
で
は
、

「
笑
点
」
で
お
な
じ
み
の
三
遊
亭
小
遊
三
師
匠
と

マ
ジ
ッ
ク
界
の
大
御
所
マ
ギ
ー
司
郎
師
匠
を

闘
い
パ
い
に
ビ
ノ
ク
リ
し
て
、
、

C

新
春
の
ひ
と
時
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
"

日
時
●
平
成
18年
1
月
習
（
土
）
開
演
18時

mmm
tじ
i(
C

入
場
料
●

2
、
2
0
0
円
（
全
席
指
定
・
税
込
）

※
未
就
学
児
童
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

＠
高
島
屋
横
浜
店
6
階
チ
ケ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ

6
0
4
5
(3
1
1
)
5
1
1
1

＠
相
鉄
観
光
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ジ
ョ
イ
ナ
ス

1
階

6
0
4
5
(3
1
9)
2
4
5
6

＠
ロ
ー
ソ
ン
チ
ケ
ッ
ト
(
L
コ
ー
ド
3
2
1
0
1
)
6
0
5
7
0
(
0
0
0
)
7
7
7

＠
サ
ウ
ン
ド
ポ
ー
ト

6
0
4
5
(2
4
3
)
9
9
9
9

〈
は
ま
ぎ
ん
〉
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
年
金
」
電
話
柑
談
サ
ー
ビ
ス

（
無
料
）
の
ご
案
内

年
金
制
度
や
年
金
請
求
の
手
続
き
方
法
な
ど
、

年
金
に
関
す
る
疑
問
に

何
で
も
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
年
金
に
関
連
し
た
一
雇
用
保
険
制
度
、

健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て
の
ご
柑
談
や

「
年
金
教
室
」
の
お
申
し
込
み
も
承
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

●
〈
は
ま
ぎ
ん
〉
年
金
デ
ス
ク

リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル

ミ

｀

．

、

ヨ

リ

パ

ン

ク

臨

o
l
2
o
(
3
3
4
)
0
8
9
 

●
相
談
受
付

H

銀
行
窓
口
営
業
日

●
相
談
受
付
時
間

9
時
ー
17
時

〈は
ま
ぎ
ん
ホ
ー
ル
ヴ
ィ
ア
マ
ー
レ
〉
か
ら
の
ご
案
内

麗

昨
年
九
月
に
、
横
浜
を
通
じ
て
日
本
に

伝
え
ら
れ
た
産
業
や
文
化
を
ご
紹
介
す
る

「
横
浜
も
の
の
は
じ
め
物
語
」
を
発
行
い

た
し
ま
し
た
。
こ
の
物
語
は
、
新
聞
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
、
ま
た
、
学
校
の
教
材
、

市
民
団
体
の
参
考
資
料
に
と
、
各
方
面
か

ら
入
手
の
ご
要
望
を
受
け
る
な
ど
、
好
評

を
博
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
と

と
も
に
、
続
編
の
要
望
も
多
数
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
の
で
、
こ
の
度
、
そ
れ
に
お
応
え

し
て
「
続
横
浜
も
の
の
は
じ
め
物
語
」

を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
近
代
化
に
向
け
て
の
生
活
や

産
業
基
盤
を
形
成
す
る
約
二
十
の
「
も
の

の
は
じ
め
」
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。
い

ず
れ
も
、
時
代
の
変
遷
を
経
た
今
で
も
、

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

ば
か
り
で
す
。
改
め
て
、
近
代
文
明
の
道

へ
の
先
達
を
務
め
た
横
浜
の
歴
史
の
重
み

を
感
じ
た
次
第
で
す
。
ま
た
、
前
頁
の

「
マ
イ
ウ

ェ
イ
プ
ラ
ザ
」
に
掲
載
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
来
年
二
月
に
横
浜
開
港
に

ち
な
ん
だ
文
化
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
「
マ
イ
ウ
ェ
イ
」
と
あ
わ
せ
ま
し
て
、

横
浜
の
魅
力
を
お
楽
し
み
い
た
だ
く
機
会

と
な
り
得
れ
ば
、
誠
に
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
前
回
に
続
き

ま
し
て
、
監
修
を
し
て
い
た
だ
い
た
横
浜

23

開
港
資
料
館
の
斎
藤
多
喜
夫
氏
を
は
じ
め
、

取
材
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
関
係
者
の

方
々
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

財
団
法
人
は
ま
ぎ
ん
産
業
文
化
振
興
財
団

事
務
局
長
消
水
照
雄

文
化
講
演
会
1
西
洋
へ
の
一扉
を
ひ
ら
く
1


